
令和４年度第１回まちづくり推進町民会議(齊藤宏行議長)が７月５日(火曜）午後1時30分から美深町役場大
会議室において開催され、委員１９名と町理事者、各課長等あわせて３５名が出席しました。同会議は、町内
各団体や自治会からの推薦委員、公募委員の３０名で構成し、町政への意見要望の聴取や広報モニターなど
の役割を担っています。
今回の会議では、第6次総合計画令和４年度実施計画、行政改革令和３年度実績についての説明の後、町
政に関する懇談を行いました。
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◎第6次総合計画（令和4年度実施計画）

◎美深町行政改革（令和３年度実績、令和４年度推進計画）

◎まちづくりの推進についての懇談

担当：総務課企画グループ企画係(01656-2-1645)
Email:b-kikaku@town.bifuka.hokkaido.jp

◎第6次総合計画（令和４年度実施計画）
R4実施計画（１５６事業）について概要を説明。

【質疑】委 員～快適な住まいづくりと商工業振興事業はR4で終了するのか。
総務課長～好評な事業であるためR３終了予定を延長しR４も実施。R5以降は検討

◎美深町行政改革大綱（令和３年度実績・令和4年度推進計画）
美深町行政改革大綱に基づく取組実績及び推進計画について概要を説明。

【質疑】委 員～第３セクターの統合メリットや今後の見通しは。
町 長～まちに温泉施設は必要と判断している。経営的に厳しい面もあるが、町民に

愛される施設となるよう努力していく。

◎まちづくりの推進についての懇談
主な懇談内容（詳細は次ページ）
・災害対策 ・特別養護老人ホーム ・ふるさと納税 ・イベントの開催
・脱炭素の取組
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③ 出席委員からの主な質疑・意見

● 災害対策

委員～ 災害の規模が大きくなっていると感じて
いるが、災害用の救助ボートは一艘しかな
いと聞いている。

町長～現場からは特に話はないが、必要であれば

相談しながら進める。

委員～増水時のダムからの放水について、国から

連絡あるか。住民周知のために必要。

町長～連絡はあるのと無いのがある。関係機関に

住民の声を伝えていく。

● 特別養護老人ホーム

委員～ 総合計画の中では特養建設が見込まれてい

るが、早い段階で事業の実施を望む。

町長～総合計画の中では建設を見込んでいる。

福祉会とも協議しながら進めていく。

● ふるさと納税

委員～ 美深町の返礼品は魅力もあり、他市町村と

比べても寄付多いと思う。今後も寄付を確

保する見通しは。

総務課長

～全国から寄付いただいている。返礼品の魅

力が主な要因だと考えている。今後を見通

すのは難しいが、魅力を感じてもらえるよ

う取組を進める。

町長～特産品開発など、後押しをお願いしたい。

● イベントの開催

委員～ 今年のイベントの開催については。

町長～イベントは開催を断念したものもあるが、

開催を促していきたい。

● 脱炭素の取組

委員～ 脱炭素の取組は。

住民生活課長

～これまで取り組んできた森林の取組やLED

化、木質バイオマスなどをベースにしなが

ら、CO2の排出抑制・森林吸収など調査し

ている。具体的な取組は未定だが、先行地

域を参考にしながら美深に合った取組を進

めていきたい。

＜主な懇談内容＞

③まちづくりの推進についての懇談

担当：総務課企画グループ企画係(01656-2-1645)
Email:b-kikaku@town.bifuka.hokkaido.jp


